
  
    
 
 
 

春
季
総
合
研
究
会
の
ご
案
内 

  
 
 

二
〇
〇
六
年
度
春
季
総
合
研
究
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記 

 

日 

時 
 

六
月
二
十
四
日
（
土
）
十
三
時
三
〇
分
〜
十
七
時
〇
〇
分 

 

場 

所 
 

東
京
大
学
経
済
学
部 

大
学
院
経
済
学
研
究
科
棟 

地
下
第
一
教
室 

 

論 

題 
 

『
共
同
体
の
基
礎
理
論
』
を
読
み
直
す 

―
共
同
性
と
公
共
性
の
意
味
を
め
ぐ
っ
て
― 

 

  
 
 
 

問
題
提
起 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

小
野
塚
知
二 

 

（
東
京
大
学
） 

  
 

報
告
一 

「
理
論
・
現
状
分
野
か
ら
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
瀧 

秀
久 

  

（
東
京
農
業
大
学
） 

報
告
一 

「
現
段
階
に
お
け
る
農
業
共
同
体
の
性
格
と
機
能
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

荒
井 

 
聡 

  

（
岐
阜
大
学
） 

報
告
二 

「
近
世
村
落
共
同
体
論
に
つ
い
て
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

渡
辺 

尚
志 

 

（
一
橋
大
学
・
非
会
員
） 

報
告
三 

「
大
塚
久
雄
と
近
代
中
国
農
村
研
究
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
品 

英
憲 

 

（
埼
玉
大
学
・
駿
河
台
大
学
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
中
央
大
学
兼
任
講
師
） 

報
告
四 

「
共
同
体
の
「
ゲ
ル
マ
ン
的
形
態
」
再
考
― 

静
態
モ
デ
ル
か
ら
動
態
モ
デ
ル
へ 

―
」 

 
 
 
 
 
 
 

飯
田 

 

恭 
 

（
慶
應
義
塾
大
学
） 

  

討 

論 
 
 
 
 
 

司 

会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
野
塚
知
二 
 

（
東
京
大
学
） 

                                           
 
 
 
 
 
  
 

沼
尻 

晃
伸 

 

（
埼
玉
大
学
） 

 
 
 
 
 
 

 

 

趣 

旨 
 
 

 

本
学
会
は
過
去
一
〇
年
ほ
ど
、
主
と
し
て
新
自
由
主
義
や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
テ
ー
マ
を
中
心
と
し
て

春
・
秋
の
研
究
会
・
大
会
の
共
通
論
題
を
組
織
し
て
き
た
。
今
期
の
新
た
な
研
究
委
員
会
は
今
後
三
カ
年
の
統
一
的
な
テ
ー
マ
を
模
索
す

る
中
で
、
公
共
性
・
共
同
性
・
貧
困
・
新
た
な
格
差
社
会
の
形
成
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
、
そ
う
し
た
過
去
の
大
会
テ
ー
マ
に
接
続
す
る

課
題
に
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
の
認
識
を
共
有
し
つ
つ
あ
る
。 

  

そ
こ
で
、
今
年
度
の
春
季
総
合
研
究
会
で
は
共
同
性
・
公
共
性
に
関
わ
る
今
日
的
論
点
を
明
確
に
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
改
め
て
『
共

同
体
の
基
礎
理
論
』
を
読
み
直
す
と
い
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
本
学
会
の
各
分
野
の
若
手
・
中
堅
会
員
に
報
告
を
お
願
い
し
た
。 

 

同
書
は
名
著
で
あ
り
、
い
ま
や
古
典
の
地
位
を
獲
得
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
他
方
で
は
批
判
も
あ
る
。
同
書
に
お
け

る
共
同
体
へ
の
関
心
は
前
近
代
か
ら
近
代
へ
の
移
行
の
本
質
を
探
る
た
め
の
一
つ
の
基
礎
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ

る
が
、
は
た
し
て
今
後
の
共
同
性
・
公
共
性
を
模
索
す
る
手
掛
か
り
と
し
て
読
ま
れ
た
の
か
否
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
と
の
緊
張

関
係
を
い
か
に
理
解
す
る
か
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

ま
た
、
同
書
は
歴
史
に
お
け
る
理
論
の
役
割
を
考
え
る
上
で
も
多
く
の
示
唆
を
与
え
る
と
と
も
に
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
実
証
的
な

批
判
も
存
在
し
て
い
る
。 



 
こ
の
よ
う
な
同
書
の
意
義
を
踏
ま
え
つ
つ
、
報
告
者
に
は
以
下
の
四
つ
の
問
い
に
答
え
る
形
で
共
同
性
と
公
共
性
の
今
日
的
意
味
を
明

ら
か
に
す
る
テ
ー
マ
に
接
近
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。 

 
 

（
一
）
同
書
を
か
つ
て
、
ど
の
よ
う
に
読
み
、
何
を
学
び
取
っ
た
か
？ 

 
 

（
二
）
現
在
ま
で
の
自
ら
の
研
究
や
関
心
に
照
ら
し
て
、
同
書
は
ど
の
よ
う
な
問
題
を
孕
ん
で
い
る
か
？ 

 
 

（
三
）
現
在
、
ど
の
よ
う
に
読
み
直
す
価
値
が
あ
る
の
か
？
こ
と
に
近
現
代
あ
る
い
は
今
後
の
公
共
性
を
考
え
る
際
に
同
書
は
い
か

な
る
意
味
を
も
ち
う
る
か
？ 

 
 

（
四
）
さ
ら
に
（
可
能
な
ら
ば
）
、
将
来
の
公
共
性
、
協
同
性
、
共
同
性
を
構
想
す
る
際
に
重
要
と
考
え
ら
れ
る
論
点
は
何
か
（
同

書
の
内
容
か
ら
離
れ
て
も
構
わ
な
い
）
？ 

 
 
 
 
 
 
 

会
員
諸
氏
の
積
極
的
な
参
加
を
期
待
し
た
い
。 

 

        

会

員

各

位 
  

二
〇
〇
六
年
四
月
二
十
八
日 

 
       

    
 
 

                    

〒
一
一
三
―
八
六
九
一 

 
   

       
      

 
 

      
 

     
 

文
京
区
本
郷
郵
便
局
私
書
箱
五
六
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政
治
経
済
学
・
経
済
史
学
会 


